
高崎高校クロスデイ
〜クロスカリキュラム公開授業・研究会〜



クロスカリキュラム
本校におけるクロスカリキュラムとは…

習得した知識の
活用の場面

≒



数学や情報で
統計処理を学んだが…

探究・課題研究

普段の教科の授業

標準偏差
エラーバー

探究や課題研究の
場面で活かされない

大きな
ギャップ
が存在…



ギャップ
を埋める
活用場面
を設定！

体育×数学
バスケットボールのデータ分析

家庭科×情報
よりよい生活をするには

探究・課題研究

普段の教科の授業

クロス
カリキュラム



文部科学省webページより一部抜粋



深い学びには
「活用」が重要

探究・課題研究

普段の教科の授業

クロス
カリキュラム

習得

活用

探究



現実に即した場面を設定して、
各教科で学んだ知識・技能を
活用して問いを深める

「活用」とは応用問題を解くことではなく…



クロスカリキュラム
目的と観点



・学際的な見方・考え方の習得
（物事のつながりを考える、
物事を多角的にとらえる）

・柔軟な課題解決方法の習得
（STEAMの道具を自在に活用）

クロスカリキュラムの目的



１「関連付け型」 学習内容での横断

２「学際探究型」 課題解決での横断

ex.「ハーバー法と第一次世界大戦の関係は？」
ハーバー法（化学）第一次世界大戦（世界史）

ex.「なぜロボットは生物に似ているのか」
物理と生物の見方・考え方を働かせ課題解決

３「汎用スキル型」 技術習得での横断
ex.「パラグラフライティング」の技術を

小論文、英文、科学論文を題材に横断的に習得

教科横断の観点



教科Aのいつもの授業

教科Bの先生が
ゲスト出演して解説

授業改善には
つながらない

従来のクロスカリキュラム

教科内容の理解



授業自体を再デザイン
実社会や実生活から生じる問い

授業改善に
つながる！

教科A
教科B

教科A
教科B

真理の追究
課題解決

高崎高校のクロスカリキュラム



クロスカリキュラム
事例



１「関連付け型」 学習内容での横断
ex.「ハーバー法と第一次世界大戦の関係は？」
ハーバー法（化学）第一次世界大戦（世界史）

教科横断の観点



「ハーバー法と第一次世界大戦の関係は？」

化学
反応式

ハーバー
法

歴史背景

科学者と戦争は深いかかわり
をもっていた

化学×世界史

学際的な見方

問い

物事のつながり
を考える

関連付け型
化学兵器



２「学際探究型」 課題解決での横断
ex.「なぜロボットは生物に似ているのか」
物理と生物の見方・考え方を働かせ課題解決

教科横断の観点



「なぜロボットは生物に似ているのか」

エネ
ルギー 進化論

物理
法則 生命活動

生物の進化とロボットの進化
は物理法則の制約で似ている

物理×地理

学際的な見方

問い

（金谷先生・飯野先生）

物事を多角的に
とらえる



３「汎用スキル型」 技術習得での横断
ex.「パラグラフライティング」の技術を

小論文、英文、科学論文を題材に横断的に習得

教科横断の観点



「伝わる文章を書くには
どうしたらいいか？」

パラグラフ
リーディング

パラグラフ
ライティング

英文要約

書く技術はパラグラフライティング、
読む技術はパラグラフリーディングが有効

英語×理科

学際的な見方

問い

論文執筆
小論文・志望理由

小論文
研究論文

汎用スキル型



②実社会や実生活から生じる「問い」を複数教科の
見方・考え方で探究する場面を設定

授業作りのポイント

④課題研究とのつながりを意識した実践を

③問いは自由に設定。使う知識・技能は原則、高校の範囲で

①「いつもの授業」にゲスト出演ではなく、
授業そのものを他教科・科目の先生で再デザイン



１人クロス
全クラスの教科授業内で実施

その他の科目SSH理科

開発・授業研修
単発・複数教員で実施事例の蓄積

カリキュラム化
教科・探究の年間指導計画に位置づける

ex.物理×地理 ex.数学×音楽



SSH理科では
年間指導計画
に記載し、

カリキュラム化



クロスカリキュラム
成果



物理×生物 化学×地理 数学×体育
SSH理科で SSH理科以外で

授業研修のテーマに位置づけて全校体制で実践



生徒の声 クロカリの感想は？

一見結びつきそうにない２教科に関係があって驚いた。

これからの時代にあった内容だった。
勉強したことを身近なことに関連付ける授業でおもしろかった。

状態方程式の理解が深まった。
共通テストでもそれを思い出してやっている。



多くの職員が教科の授業改善に役立つと回答



教材研究の段階で新たな発見があるから

クロスカリキュラムの実施を通して得られた視点や着想、手法が、
自身の授業にも非常に有用なものであるから

クロスカリキュラム授業を他の教員と共同実施することで、
教員の技術が向上した面がある

職員の声 授業改善に役立つ理由は？



②課題研究における学際的な見方・考え方や柔軟な手法
の活用につながる

④授業を再デザインすることにより、授業改善につながる
(普段とは違う授業を行う)

③他教科の教職員とのコミュニケーションの促進

①生徒が学ぶ意義を感じ取れる(リアルな題材,活用に重点)

これまでの実践からわかったメリット



カリキュラムマネジメントを実施
今後の方向性

カリキュラム
マネジメント
いつ、どの
タイミングで
実施すると
効果的なのか
を整理し、
さらなる

カリキュラム化へ

ボトムアップ型
の事例開発

カリキュラム
マップ作成



最後に



教育行政

学校

科学館・博物館

産学官コミュニティ

新たな
学びを
共創

知の共有

各組織で行われている横断的学びを共有

横断的な学び・研修

教科横断的な学び

横断的な企画・展示

横断的なコンテンツ



クロス
カリキュラム

でも
多様な人や組織と

共創
＋



クロスデイ
当日の様子



令和６年12月19日に高崎高校SSH事業「高崎高校クロス
デイ〜クロスカリキュラム公開授業・研究会〜」が行われ
ました。
２会場に分かれ、「数学×音楽」および「物理×地理」

の授業が行われました。「数学×音楽」の授業では、音楽
における「倍音」について、数学の問題として捉え、三角
関数を用いて考察する活動が行われ、「地理×物理」の授
業では、熊谷で最高気温を記録した科学的メカニズムを地
理的物理的要因の双方から考察し、探究の過程を用いて検
証するといった内容の授業が展開されました。
県内外から60名程度の教育関係者の方々に授業を参観し

ていただき、授業研究会においても活発な協議が行われま
した。
また、全体会では文部科学省初等中等教育局 主任視学官

田村 学 氏に「主体的・対話的で深い学びと探究」と題し、
ご講演をいただきました。子どもたちの学びにおける探究
活動の重要性や学校全体を包括したカリキュラムマネジメ
ントの在り方など、今後の教育の方向性について示唆に富
むお話をたくさんいただきました。



「数学×音楽」 「地理×物理」 「研究会・基調講演」


